
４４
月月
・・
１１００
月月
のの
２２
段段
階階
のの
施施
行行
でで

地地
域域
生生
活活
、、自自
立立
をを
総総
合合
的的
にに
支支
援援

新
し
い
制
度
の
特
徴

４４
月月
かか
らら
変変
わわ
るる
しし
くく
みみ
①①

障障
害害
福福
祉祉
ササ
ーー
ビビ
スス
のの
利利
用用
者者
負負
担担

利
用
者
負
担
は
一
割

負
担
軽
減
の
配
慮

食
費
な
ど
は
実
費
負
担

４４
月月
かか
らら
変変
わわ
るる
しし
くく
みみ
②②

３３
医医
療療
をを
一一
元元
化化
しし
たた
自自
立立
支支
援援
医医
療療

一
割
負
担

上
限
額
あ
り

No.７３０

障障害害者者がが地地域域でで安安心心ししてて暮暮ららせせるる社社会会のの実実現現ををめめざざしし
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障
害
保
健
福
祉
施
策
は
、
平

成
１５
年
度
か
ら
障
害
の
あ
る
人

自
ら
が
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
選

択
す
る
支
援
費
制
度
が
始
ま
り
、

飛
躍
的
に
充
実
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
▼
障
害
種
別
（
身

体
・
知
的
・
精
神
）
ご
と
に
サ

ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
る
た

め
施
設
・
事
業
体
系
が
わ
か
り

に
く
い
▼
地
方
自
治
体
間
で
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
に
格
差
が
あ
る

▼
増
え
続
け
る
サ
ー
ビ
ス
利
用

の
た
め
の
財
源
を
確
保
す
る
こ

と
が
困
難
で
あ
る
│
│
な
ど
の

問
題
点
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
制
度
上

の
課
題
を
解
決
す
る
と
と
も
に
、

障
害
の
あ
る
人
が
利
用
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
を
充
実
し
、
一
層
の

推
進
を
図
る
た
め
に
、
障
害
者

自
立
支
援
法
が
制
定
さ
れ
ま
し

た
。障

害
の
種
別
に
か
か
わ
ら
ず
、

必
要
と
す
る
人
が
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
し
く
み

を
一
元
化
し
、
ま
た
、
自
立
訓

練
や
就
労
移
行
支
援
な
ど
の
訓

練
等
給
付
を
強
化
す
る
こ
と
で
、

障
害
の
あ
る
人
が
地
域
で
安
心

し
、
自
立
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
４
月
か
ら
サ
ー
ビ
ス

の
費
用
負
担
や
医
療
費
給
付
の

し
く
み
、
手
続
き
な
ど
が
変
わ

り
ま
す
。

そ
の
後
、
１０
月
に
介
護
給
付
、

訓
練
等
給
付
、
地
域
生
活
支
援

事
業
な
ど
が
始
ま
り
、
新
し
い

体
系
（
左
上
図
参
照
）
へ
移
行

し
ま
す
。

４
月
か
ら
は
、
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
、

利
用
者
が
そ
の
費
用
の
原
則

１
割
を
負
担
し
ま
す
。
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
が
増
え
れ
ば
負

担
も
増
え
る
仕
組
み
で
す
が
、

一
方
で
低
所
得
の
人
に
配
慮

し
た
負
担
の
軽
減
策
が
講
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。

所
得
に
応
じ
て
４
つ
の
月

額
負
担
上
限
額
（
表
１

参
照
）
が
設
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
カ
月
に
利

用
し
た
サ
ー
ビ
ス
量
に
か

か
わ
ら
ず
、
同
上
限
額
以

上
の
負
担
は
生
じ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
収
入
や
資
産
が

一
定
額
以
下
で
あ
る
人
を

対
象
に
、
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
次
の
措
置
が
あ
り

ま
す
。

▼
２０
歳
以
上
の
施
設
入

所
者
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

利
用
者
は
、
定
率
負
担
を

個
別
に
減
免
。

▼
２０
歳
未
満
の
入
所
施

設
・
通
所
施
設
・
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
の
利
用
者
が
、
社

会
福
祉
法
人
等
（
減
免
を

行
う
事
業
所
の
み
）
の
提
供
す

る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合

は
、
一
つ
の
事
業
所
で
の
月
額

負
担
上
限
額
は
半
額
に
。

▼
同
じ
世
帯
で
、
複
数
の
人

が
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
も
、

月
額
負
担
上
限
額
は
同
じ
。

▼
負
担
す
る
と
生
活
保
護
を

受
給
す
る
こ
と
に
な
る
人
は
負

担
額
が
減
額
に
。

施
設
利
用
者
の
食
費
、
光
熱

費
な
ど
は
実
費
負
担
と
な
り
ま

す
が
、
低
所
得
者
に
は
減
額
措

置
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
障
害
の
種
別
に

よ
り
精
神
通
院
公
費
、
更
生
医

療
、
育
成
医
療

と
い
う
制
度
の

も
と
に
医
療
費

の
給
付
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た

が
、
４
月
か
ら

自
立
支
援
医
療

と
し
て
手
続
き

や
仕
組
み
が
統

一
さ
れ
ま
す
。

自
己
負
担
は

原
則
と
し
て
医

療
費
の
１
割
と

な
り
、
入
院
時

の
食
費
は
自
己

負
担
と
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、

所
得
な
ど
に
応
じ
て
月
額
負
担

上
限
額
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

４
月
１
日
、障
害
者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ
れ
ま
す
。障
害
者
の

地
域
生
活
と
自
立
を
支
援
し
、障
害
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

の
実
現
を
め
ざ
す
も
の
で
、こ
れ
に
よ
り
、障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

体
系
や
費
用
負
担
の
し
く
み
が
段
階
的
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。こ

こ
で
は
、同
法
の
概
要
と
４
月
か
ら
変
わ
る
し
く
み
を
紹
介
し
ま
す
。

制
度
や
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
福
祉
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
な
お
、
１０
月
か
ら
始
ま
る
介
護
給
付
、
訓
練
等
給
付
、
地
域
生
活
支
援
事
業
に
つ
い

て
は
、
具
体
的
な
内
容
が
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈

福
祉
課

障
害
者
支
援
係
�（
６
２
１
）５
１
７
１

障
害
者
福
祉

係
�（
６
２
１
）５
１
７
７

福
祉
医
療
係（
更
生
医
療
）�（
６
２
１
）５
５
１
３

�（
６
２

１
）５
３
０
０

サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
た
め
に
は
、
申
請

が
必
要
で
す
。

相
談
・
申
請
は
、

福
祉
課
（
市
役
所
南

館
１
階
）
で
受
け
付

け
ま
す
。

そ
の
後
、
申
請
を

受
け
て
生
活
や
障
害

の
状
況
に
つ
い
て
障

害
者
と
の
面
談
に
よ

る
聴
き
取
り
調
査
を

行
い
、
審
査
会
で
サ

ー
ビ
ス
量
な
ど
の
基

準
と
な
る
「
障
害
程

度
区
分
」
の
判
定
を

経
て
、
障
害
者
に
同
区
分
を
通

知
し
受
給
者
証
を
交
付
し
ま
す
。

ササーービビススをを利利用用すするるままででのの流流れれ

月１日
発行：徳島市（毎月１日・１５日発行）

〒７７０‐８５７１
徳島市幸町２丁目５
�（０８８）６２１―５１１１（代表）

３2006 平成１８年２月１日現在
（前月比）

（－１４６）
（－６７）
（－７９）
（＋１３６）

人 口 ２６１，７３０人
男 １２４，６７７人
女 １３７，０５３人

世帯数 １０８，３７４世帯
面 積 １９１．３９�

表１ サービス利用者の月額負担上限額

月額負担上限額

０円

１５，０００円

２４，６００円

３７，２００円

［世帯の範囲］住民基本台帳での世帯が原則ですが、住民票で同じ
世帯になっていても税制と医療保険で被扶養者でなければ、障害の
ある人とその配偶者を別世帯の扱いとすることができます。

世帯の収入状況

生活保護受給世帯

市町村民税非課税世帯で、サービスを
利用する本人の収入が８０万円以下の人

低所得１以外の市町村民税非課税世帯

市町村民税課税世帯

区 分

生活保護

低所得１

低所得２

一 般

表２ 医療費の月額負担上限額 １割負担

月額負担上限額
０円

２，５００円

５，０００円

５，０００円

１０，０００円

２０，０００円

※育成医療の経過措置による上限もあります。
［世帯の範囲］住民基本台帳での世帯ではなく、同じ医療保険に加入している家族を同一世帯とし
ます。ただし、同じ医療保険に加入していても、配偶者以外は、税制と医療保険で被扶養者でなけ
れば、別の世帯の扱いをすることができます。

（
重
度
か
つ
継
続
）

高
額
治
療
継
続
者

医療保険
の自己負
担限度※

公費負担の対象
外（３割負担）

世帯の収入状況
生活保護受給世帯
市町村民税非課税世帯で、本
人の収入が８０万円以下の人
低所得１以外の市町村民税非
課税世帯
市町村民税課税世帯で、市町村民
税（所得割）が２万円未満の人
市町村民税課税世帯で、市町村民税（所
得割）が２万円以上２０万円未満の人
市町村民税課税世帯で、市町村民
税（所得割）が２０万円以上の人

区分
生活保護

低所得１

低所得２

中間所得１

中間所得２

一定所得以上

『マイシティとくしま』（四国放送テレビ）毎週日曜日 １１：５０～正午放送

『こんにちは徳島市です』（ケーブルテレビ徳島）毎日４回週替わりで放送

●徳島市の広報番組

徳島市は、個人情報の取扱いについては、「徳島市個人情報保護条例」に基づき、適正な管理に努めています。
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耐
震
性
貯
水
槽
の
設
置

応
急
物
資
の
備
蓄

家
庭
内
で
の
防
災
備
蓄

高
齢
者
の
交
通
事
故
原
因

高
齢
者
の
交
通
安
全
の
秘
訣

第７３０号 平成１８年３月１日 （２）

徳
島
市
で
は
、

今
世
紀
前
半
に

発
生
が
予
想
さ

れ
て
い
る
東
南

海
・
南
海
地
震

に
備
え
て
、「
災

害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
」
に
向

け
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と

し
て
、
震
災
時

に
有
効
な
水
利

を
確
保
す
る
た

め
に
耐
震
性
貯

水
槽
の
配
置
と
、

避
難
所
と
な
る

学
校
に
応
急
物

資
の
備
蓄
を
計

画
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

耐
震
性
貯
水
槽
と
は
、
地
震

な
ど
の
災
害
時
に
水
道
管
な
ど

が
損
傷
し
た
場
合
に
備
え
て
、

消
火
水
な
ど
を
確
保
す
る
こ
と

を
目
的
に
設
置
す
る
も
の
で
、

素
材
に
弾
性
の
強
い
綱
板
を
使

用
す
る
な
ど
、
地
震
に
強
い
構

造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

徳
島
市
で
は
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
以
後
、
大
規
模
地
震
な

ど
の
災
害
に
備
え
、
人
口
密
集

地
区
を
中
心
に
耐
震
性
貯
水
槽

の
設
置
を
進
め
、
現
在
、
徳
島

市
内
で
１９
カ
所
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

大
地
震
な
ど
の
災
害
発
生
時

に
地
域
住
民
の
避
難
所
と
な
る

市
立
小
学
校
（
３１
校
）
に
、
応

急
物
資
の
備
蓄
を
進
め
て
い
ま

す
。そ

の
初
年
度
と
な
っ
た
平
成

１７
年
度
は
内
町
、
富
田
、
津
田

の
３
校
に
応
急
物
資
を
整
備
し

ま
し
た
。

備
蓄
し
て
い
る
も
の
は
、
毛

布
、
発
電
機
、
組
立
式
簡
易
ト

イ
レ
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
、
飲

料
用
ポ
リ
タ
ン
ク
、
ト
ラ
ン
シ

ー
バ
ー
、
投
光
器
な
ど
１５
品
目

で
す
。

今
後
、
平
成
２６
年
度
ま
で
に

全
校
に
備
え
る
計
画
で
す
。

ご
家
庭
で
も
、
避
難
時
に
必

要
と
な
る
非
常
食
や
懐
中
電
灯

な
ど
の
非
常
持
出
品
や
、
災
害

復
旧
ま
で
の
数
日
間
を
自
足
す

る
た
め
の
非
常
備
蓄
品
を
事
前

に
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

災災害害にに強強いいままちちづづくくりり介護サービスの
利用方法が変わります 大大規規模模災災害害にに備備ええてていいまますす

平成１８年４月１日から「福祉用具購入」と「住宅
改修」の介護サービスの利用方法が変わります。
〈福祉用具購入〉
県の指定を受けた事業所で購入した福祉用具が保

険給付の対象となります。指定の事業所以外で購入
すると、保険給付が受けられません。
〈住宅改修〉
工事着工前に市への事前申請が必要になります。

申請前に着工すると保険給付が受けられません。
なお、いずれの介護サービスとも、利用できる上

限額については変更ありません。
また、適切にサービスを利用していただくために

も、あらかじめ介護保険課または介護支援専門員（ケ
アマネジャー）にご相談ください。
［問い合わせ先］介護保険課（�６２１－５５８５）

搬入した応急物資を確認する職員

徳
島
市
立
体
育

館
で
は
、
平
成
１８

年
度
市
民
ス
ポ
ー

ツ
教
室
前
期
（
４

月
〜
９
月
開
催
）

の
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。

﹇
内
容
・
対
象
な
ど
﹈

左
表
の
と
お
り

﹇
受
講
料
﹈１
万
８

０
０
円
（
た
だ
し

「
お
か
あ
さ
ん
と

一
緒
」
は
保
険
料

９
０
０
円
が
別
途
必
要
）

﹇
託
児
﹈※
印
の
教
室
は
託
児
が

あ
り
ま
す
（
１
８
０
０
円
が
必

要
。
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽

選
）。

﹇
申
し
込
み
﹈往
復
は
が
き
に
①

教
室
番
号
・
コ
ー
ス
名
②
郵
便

番
号
・
住
所
・
名
前
・
生
年
月

日
③
電
話
番
号
・
緊
急
連
絡
先

④
学
校
（
幼
稚
園
）
名
・
学
年

⑤
返
信
先
あ
て
名
⑥
託
児
希
望

の
有
無
と
人
数
を
記
入
し
、
３

月
１０
日
�
（
当
日
消
印
有
効
）

ま
で
に
徳
島
市
体
育
振
興
公
社

（
〒
７
７
０
―
０
８
５
１

徳

島
町
城
内
６
）
へ
。
公
社
で
直

接
申
し
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

な
お
、
申
し
込
み
は
１
人
１

教
室
（
は
が
き
１
枚
）
限
り
。

２
枚
以
上
の
重
複
申
し
込
み
は

無
効
で
す
。
ま
た
、
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

ススススススポポポポポポーーーーーーツツツツツツ教教教教教教室室室室室室
受受受受受受講講講講講講生生生生生生をををををを募募募募募募集集集集集集

徳島市立
体育館

昨
年
、
徳
島
市
内
で
の
交
通

事
故
死
者
は
１４
人
と
前
年
か
ら

倍
増
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
高

齢
者
が
１０
人
と
そ
の
大
部
分
を

占
め
て
い
る
上
に
、
前
年
比
で

も
９
人
増
と
急
激
に
増
え
て
い

ま
す
。

こ
の
高
齢
者
の
交
通
事
故
死

亡
者
の
内
訳
は
歩
行
中
に
７
人
、

自
転
車
運
転
中
に
３
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ

ら
の
交
通
死
亡
事
故
の
原
因
は
、

自
動
車
運
転
者
の
過
失
に
よ
る

も
の
で
す
。

し
か
し
高
齢
者
の
交
通
に
対

す
る
理
解
不
足
や
加
齢
に
伴
う

目
や
運
動
能
力
の
衰
え
な
ど
が

事
故
発
生
の
要
因
に
な
っ
て
い

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
の
皆
さ
ん
自
身
が
、

身
体
機
能
の
変
化
を
十
分
自
覚

す
る
と
と
も
に
、
「
自
分
の
命

は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
こ
と

を
認
識
し
、
つ
ぎ
の
こ
と
を
は

じ
め
と
す
る
、
安
全
な
交
通
行

動
や
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

①
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、

横
断
歩
道
を
利
用
し
、
青
信
号

で
あ
っ
て
も
左
右
を
確
認
し
て

か
ら
横
断
す
る
。

②
夜
間
は
、
明
る
い
服
装
と
反

射
材
の
着
用
を
心
が
け
る
。

③
自
転
車
を
運
転
す
る
と
き
は
、

交
差
点
で
は
一
時
停
止
し
、
左

右
の
確
認
を
す
る
。
ま
た
夜
間

は
、必
ず
ラ
イ
ト
を
点
灯
を
す
る
。

④
７０
歳
以
上
の
人
が
自
動
車
を

運
転
す
る
と
き
は
、
高
齢
運
転

者
マ
ー
ク
を
貼
付
す
る
。
ま
た

な
る
べ
く
長
時
間
の
運
転
を
避

け
る
。

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
運
転
中

に
高
齢
者
を
見
か
け
た
ら
、
思

い
や
り
の
気
持
ち
を
持
っ
て
、

徐
行
や
一
時
停
止
で
高
齢
者
の

安
全
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

交交
通通
死死
亡亡
事事
故故
多多
発発
��

高高高高高高
齢齢齢齢齢齢
者者者者者者
のののののの
交交交交交交
通通通通通通
事事事事事事
故故故故故故
をををををを
防防防防防防
ぐぐぐぐぐぐ
たたたたたた
めめめめめめ
にににににに

ごみの野
外焼却（野
焼き）は、
一部の例外
を 除 い て
「廃棄物の
処理及び清
掃に関する
法律」によ
り、禁止されています。
また、簡易焼却炉も使用できません。

家庭ごみは、庭などで焼却したり、ドラ
ム缶を使用して焼却したりせずに、徳島
市の収集に出してください。
問 生活環境課（�６２１－５２１７）

野野野野野野外外外外外外焼焼焼焼焼焼却却却却却却はははははは
禁禁禁禁禁禁止止止止止止さささささされれれれれれてててててていいいいいいまままままますすすすすす

保健センター
ふれあい健康館内

なんでも相談市民センター
市役所１階 �６２１－５２００・５１２９３月の無料相談

女性センター
アミコビル４階 �６２４－２６１３

※は保健師、他は医師が相談に応じます。

＊※は予約制で、１日�８：３０から電話でのみ予約受
付。先着２７人（各日９人）で１人２０分以内。
＊行政相談委員相談は、ふれあい健康館１階相談室
でも実施。［とき］１５日�１３：００～１５：００
＊司法書士相談は、シビックセンター５階第２活動室で
も実施。［とき］１２日�・２６日�１０：００～１２：００

※託児あり（１歳～就学前まで。要申し込み）

《女と男の生き方相談》
［対象］市内在住・在勤・在学の人

◆女性センター開所日
１０：００～１７：００
〈休〉日曜、火曜、祝日

年末年始

１８：００～２０：００
１日�・３日�
８日�・１０日�
１５日�・１７日�

一 般 相 談
カウンセリング
・電話
・面談（要予約）
�６２４－２６１３

夜 間 相 談
・電話（要予約）
・面談（要予約）
�６２４－２６１３

《専門員による相談》［対象］市内在住の人

１３：００～１６：００
１３：００～１５：００
１３：３０～１６：００
１０：００～１２：００
１０：００～１２：００
１０：００～１２：００
１０：００～１３：００

９：００～１５：３０

９：００～１５：３０

８・１５・２２日�
６日�
７・２８日�
２・１６日�
毎週月・金曜
毎週火曜
２３日�

毎週月～金曜

毎週月～金曜

弁 護 士※
行政相談委員
人権擁護委員
土地家屋調査士
司 法 書 士
行 政 書 士
住まいづくり
心 配 ご と
（相続・離婚など）

交 通 事 故
《ウオーキング相談》�６５６－０５３１
［対象］市内在住で医師から運動制限の指
示を受けていない４０歳以上の人【要予約】

７日�
１３：３０～１４：００・１４：００～１４：３０・１４：３０～１５：００

受講資格

２歳～３歳

４歳～５歳

小学１・２年生

小学１～６年生

１８歳以上

１８歳以上

１８歳～６５歳

１８歳～６５歳

小学２～６年生

２歳～３歳

１８歳以上女性

３歳

４歳～５歳

小学１～６年生

小学１～６年生

１８歳～６５歳

５５歳以上

１８歳～６５歳

１８歳～６５歳

小学３～６年生

高校生以上

１８歳以上女性

１８歳以上女性

１８歳以上女性

４歳

小学１～６年生

小学１～６年生

中学生以上男女

１８歳～６５歳

５５歳以上

１８歳以上

１８歳以上

小学４～６年生

１８歳以上女性

１８歳以上女性

１８歳以上女性

３歳

５歳

小学１～６年生

１８歳以上

１８歳～６５歳

１８歳～６５歳

５５歳以上

１８歳～５５歳

小学３～６年生

定員

６０組

５０名

５０名

３０名

１２名

１２名

２４名

１２名

３０名

４０組

４０名

３０名

５０名

４０名

４０名

２４名

１２名

２４名

１２名

４５名

４５名

２０名

４０名

４０名

５０名

４０名

４０名

４０名

１２名

１２名

２４名

２０名

３０名

２０名

４０名

３０名

３０名

６０名

７０名

３０名

２４名

１２名

１２名

１６名

４５名

時 間

１０：３０～１２：００

１５：００～１６：００

１６：４５～１８：００

１６：４５～１８：００

１０：００～１１：３０

１０：００～１１：３０

１３：３０～１５：００

１３：３０～１５：００

１６：３０～１８：００

１０：３０～１２：００

１０：３０～１２：００

１４：００～１５：００

１５：３０～１６：３０

１６：４５～１８：００

１６：４５～１８：００

１０：００～１１：３０

１０：００～１１：３０

１３：３０～１５：００

１３：３０～１５：００

１６：３０～１８：００

１９：００～２０：３０

１０：３０～１２：００

１０：３０～１２：００

１０：３０～１２：００

１５：００～１６：００

１６：４５～１８：００

１６：４５～１８：００

１９：３０～２１：００

１０：００～１１：３０

１０：００～１１：３０

１３：００～１４：３０

１４：４５～１６：１５

１６：３０～１８：００

１０：３０～１２：００

１０：３０～１２：００

１０：３０～１２：００

１４：００～１５：００

１５：３０～１６：３０

１６：４５～１８：００

１０：００～１１：３０

１３：００～１４：３０

１３：００～１４：３０

１４：４５～１６：１５

１４：４５～１６：１５

１６：３０～１８：００

コース名

Ａ
Ａ

チャレンジ１・２年生

チャレンジ新体操

初心者

初級

初心者・初級

中級・上級

J r．ソフトテニスR

B

中級・初級

A

B

チャレンジ器械体操

やんちゃクラブ

初心者・初級

シニア

初心者・初級

中級・上級

Jr．硬式テニスT

夜間硬式テニスV

エアロ＆ダンス※

ミセススポーツ※

初心者

チビッコスポーツ

チャレンジ球技

ミニバスケット

エンジョイスポーツ

初心者

シニア

初心者・初級

中級・上級

JrソフトテニスS

トレーニング＆ダイエット※

初心者・初級

中級

B

ワンパクスポーツ

チャレンジ１～６年生

初心者・初級

初級

中級・上級

シニア

トーナメント

Jr硬式テニスU

教 室 名

お母さんと一緒

キッズスポーツ

ソフトテニスA

ソフトテニスC

硬式テニスF※

硬式テニスK※

お母さんと一緒※

バドミントンA※

チャイルドスポーツ

キッズスポーツ

硬式テニスG※

硬式テニスO

硬式テニスH

硬式テニスL

バレーボールA※

硬式テニスE※

硬式テニスP

硬式テニスI※

ソフトテニスD

バドミントンB※

バレーボールB

チャイルドスポーツ

ソフトテニスB

硬式テニスJ

硬式テニスM

硬式テニスQ

硬式テニスN

番号

１

２

３

４

２４

２５

２６

２７

２８

５

６

７

８

９

１０

２９

３０

３１

３２

３３

３４

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

３５

３６

３７

３８

３９

１８

１９

２０

２１

２２

２３

４０

４１

４２

４３

４４

４５

曜日

火

曜

日

水

曜

日

木

曜

日

金

曜

日

《医師・保健師による健康相談》�６５６－０５１５
［対象］市内在住の４０歳以上の人【要予約】

１３：００～１５：００

１３：３０～１５：３０

１３：３０～１５：３０
１３：００～１５：００
１３：００～１５：００
１３：００～１７：００

１４・２８日�

８日�

８日�・
１４・２８日�
１６日�
２２日�

一般健康相談・禁
煙 支 援 相 談
認知症予防相談
こころの健康相談
家族などの介護を
行う人の健康相談
歯 科医師相談
生活習慣改善相談※

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈防
災
対
策

室
�（
６
５
６
）１
１
９
０

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈徳
島
市
体

育
振
興
公
社
�（
６
５
４
）５

１
８
８

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈市
民
生
活

課
�（
６
２
１
）５
１
３
０

４４４４４４月月月月月月
かかかかかからららららら

各課の電話番号案内および夜間・休日にご用のある方は代表番号の（�６２１－５１１１）へ。



定員

各１１人

期 間

４／４～
５／２３

時 間

１３：００～１５：００

１５：００～１７：００

曜日

火

コ ー ス

Ａ

Ｂ
はじめての
パソコン

内 容

（午前・午後）
身体計測・個別相談

（午前）離乳食初期・中期の
話・試食（１０：００～）、身体計
測・個別相談
（午後）離乳食後期・完了期
の話・試食および歯の話（１４：
００～）、身体計測・個別相談

（午前）幼児期の食事と歯の話
（１０：００～）、身体計測・個別相談
（午後）身体計測・個別相談

受付時間 午前９：００～１０：００ 午後１：００～２：００

対象者

生後６カ月
までの乳児

離乳食の話
を聞きたい
人

生後７カ月
以降の乳幼
児

第２
月曜日

第３
月曜日

第４
月曜日

（３） 平成１８年３月１日 第７３０号

INFORMATION

募 集

障害者自立支援法介護給付・訓練
等給付聴き取り調査員
４月１日から勤務する嘱託職員を募集。
採用は若干名。応募資格は、介護支援専門
員の資格を持つ人か、２年以上の障害福祉
実務経験を有する人。
申 ３月１０日�までに電話で福祉課（�６２１
－５１７１）へ。

徳島市社会福祉協議会臨時職員
デイサービスセンター業務に従事する、
臨時看護師と臨時介護職員を募集。採用は
いずれも若干名。応募資格は、臨時看護師
については看護師または准看護師免許を持
つ人。３月２２日�１０：００～１５：００、作文と
面接により選考。
申 履歴書を３月１５日�（必着）までに直接
または郵送で徳島市社会福祉協議会（〒７７０
－８０５３ 沖浜東２－１６ �６２５－４３５６）へ。

生活習慣病予防講座
３月１５日�と２２日�１３：３０～１５：３０（受
け付けは１３：００～）。応神コミセン（応神町
吉成）で。テーマは「どうすればいい？食
事と運動」。対象は医師による運動制限を受
けていない４０歳以上の市民で、両日ともに
参加できる人。定員は２０人（先着順）。無料。
申 ３月８日�までに、電話で保健センタ
ー（�６５６－０５３１）へ。

ふれあい健康館
シニアパソコン教室
ふれあい健康館（沖浜東２）２階視聴覚
室で。内容は下表のとおり。対象は、市内
在住または在勤の、おおむね６０歳以上の初
心者。抽選。受講料は９，０００円（別に教材
費が必要）。

申 はがきに希望コース・住所・名前・年
齢・電話番号を記入し、３月１１日�（必着）
までに、生涯福祉センター（〒７７０－８０５３
沖浜東２－１６ ふれあい健康館 �６５７－０１
９０）へ。徳島市ホームページからも申請可。

応急手当の実技講習会
３月１９日�１３：００～１６：００。東消防署（新
蔵町１）で。人工呼吸法や心臓マッサージ、
止血法など。受講は無料。
申 東消防署（�６５６－１１９５）、西消防署（�
６３１－０１１９）

ガラス製誕生記念品の制作
３月１２日�と３月２６日�いずれも９：００

～１２：００。徳島ガラススタジオ（勝占町中
須）で。足型は３カ月児、手型は１歳児く
らいから。定員は１０人（先着順）。１個４，００
０～５，０００円。
申 １０：００～１７：００に電話で、徳島ガラス
スタジオ（�６６９－１１９５）へ。

くらしの講座
３月２０日�１３：３０～１５：３０。シビックセ
ンター（アミコビル）５階第１活動室で。
テーマは「快適な旅行をするために」。講師
は（社）日本旅行業協会中四国支部・森貞
茂徳さん。定員は４０人（先着順）。受講は無料。
申 １０：００～１８：００に電話で、徳島市消費
生活センター（�６２５－２３２６）へ。火曜、
祝日は除く。

中小企業の商品企画等夜間相談
３月１６日�１８：００～２１：００。市立木工会
館（福島１）１階交流室で。内容は、商品
企画、デザイン、市場開拓および販売促進
などの相談。時間は１時間以内。対象は、
市内に主な営業所を所有する中小企業事業
者。相談は無料。
申 ３月１４日�までに電話で（株）アワード
（�６２５－３８４０）へ。
問 商工労政課（�６２１－５２２５）

阿波おどり三味線（ぞめき）教室
４月６日～来年３月１５日の毎週木曜日

１８：００～２０：００（全４０回）。阿波おどり会館
（新町橋２）で。対象は、中学生～６０歳ま
での人。定員は３５人（先着順）。受講料は年
間１８，０００円。三味線の貸し出しあり。
申 徳島市観光協会（�６２２－４０１０）へ。

裁判所ナイトツアー「夜桜法廷」
３月３０日�１８：３０～２０：３０。徳島地方裁
判所３階８号法廷で。対象は２０歳以上の人。
内容は、裁判員制度について理解を深める
ための模擬裁判、オリエンテーション、裁
判官との質疑応答、法廷内の記念撮影など。
定員６０人（抽選）。３人までのグループでも
可。参加は無料。
申 はがきにツアー名・郵便番号・住所・
名前・電話番号を記入し、３月１４日�（必
着）までに、徳島地方裁判所（〒７７０－８５２８
徳島町１－５ �６５２－３１４１）へ。

催 し

きっかけ体操教室
３月１３日�１０：００～１１：００。ふれあい健
康館（沖浜東２）１階きっかけ空間で。内
容はビデオを見ながら体操。対象は４０歳以
上で医師から運動制限を受けていない市民。
参加は無料。参加希望者は、タオル・水筒
を持参し、直接会場へ。
問 保健センター（�６５６－０５３１）

とくしま動物園特別展示
～ブラジル研修生が学んだ動物園～
３月４日�～４月２日�。とくしま動物
園（渋野町入道２２－１）動物園センターで。
ブラジルからの研修生＝レナット・ユウジ
・吉田さんの研修期間終了に伴う研修成果
などを約１００枚の写真で展示。本人による
解説あり（３月４日�～１２日�１０：００～１５：００）。
問 とくしま動物園（�６３６－３２１５）

市立図書館〈３月のおはなし室プログラム〉
▽４日�お話と絵本▽１１日�腹話術▽１８
日�お話と手遊び▽２５日�おんぶとだっこ
のふれあいあそび、各１０：３０～１１：００。▽
２６日�エンジョイイングリッシュ、１０：００
～１１：００。参加は無料。
問 市立図書館（�６５４－４４２１）

考古資料館企画展記念講演会
３月１２日�１４：００～１６：００。考古資料館
（国府町西矢野）研修室で。講演「朱の生
産と流通」。講師は城ノ内高等学校教諭・岡
山真知子さん。定員８０人（先着順）。参加は
無料。
問 考古資料館（�６４２－６９１６）

徳島木工祭り
３月４日�と５日�１０：００～１７：００。市
木工会館（福島一丁目８）で。内容は家具
の展示即売やオークションなど。模擬店も
出店（１５：００まで）。各日先着５０人にプレゼ
ントあり。参加は無料。
問 （財）徳島市地場産業振興協会（�６２６
－２４５３）

お 知 ら せ

乳幼児健康相談の変更
下表のとおり、平成１８年４月から日程と
実施内容が変更。

問 保健センター（�６５６－０５３２）

麻しんおよび風しんの
予防接種はお済みですか？
予防接種法施行令等の一部改正により、
平成１８年４月１日から、麻しんおよび風し
んの単独ワクチンによる予防接種（生後１２
カ月以上～生後９０カ月未満）は廃止され、
麻しんおよび風しん混合ワクチンによる予

防接種（生後１２カ月以上～生後２４カ月未
満）が開始。
現制度対象者で、麻しんおよび風しんの
単独ワクチンの接種を希望する人は、３月
３１日までに委託医療機関で接種を。接種予
診票と母子健康手帳を持参で。
問 保健センター（�６５６－０５３２）

農用地区域変更申し出
を受け付け
対象は▽農家の住宅用地や分家住宅用地
・沿道サービス業の開設用地など、緊急や
むを得ない事情で農用地区域の農地（青
地）を同区域から除外したい人▽農用地区
域から除外されている農地（白地）を将来
にわたり農用地区域に編入したい人。
申 ３月１０日�～２０日�に印鑑・登記事項
証明書・位置図などを持参し、農林水産課
（市役所３階 �６２１－５２４６）へ。

選挙人名簿の新規登録者
の書面縦覧
３月３日�～７日�８：３０～１７：００。市
選挙管理委員会事務局（市役所９階）で。
３月２日に新たに選挙人名簿に登録する人
（３月１日現在登録資格者）および同日ま
でに新たに在外選挙人名簿に登録する人の
書面を縦覧。異議の申し出は、縦覧期間内に。
問 市選挙管理委員会事務局（�６２１－５３７３）

徳島市新規就職者激励大会
４月４日�１０：００～１１：５０。ウェルシテ
ィ徳島・厚生年金会館（南前川町３）で。
対象は、平成１８年度新卒で市内の事業所に
就職した人。参加は無料。
申 所定の用紙で３月２３日�（必着）まで
に、直接か郵送で徳島商工会議所振興課（〒
７７０－８５３０ 西新町２－５ �６５３－３２１１）へ。

３月１日～４月３０日は
献血推進キャンペーン
３月と４月は献血が減少します。血液を
安定的に確保するため献血にご協力を。
問 保健センター（�６５６－０５２９）

３月１日～７日は
「建築物防災週間」
期間中、建築物に関する防災知識の普及
と防災対策推進のため、不特定多数の人が
利用する建築物を査察し、改善・指導など
を実施。ご協力を。
問 建築課（�６２１－５２７２）

徳島市共通商品券の有効期限は
３月１８日�まで

昨年９月に、喜寿・米寿のお祝いに贈
呈した徳島市共通商品券の有効期限は、
３月１８日�までとなっています。
同封のしおりに記載の、共通商品券取
扱店舗でご利用ください。
問 ながいき課（�６２１－５１７６）、商工労
政課（�６２１－５２２５）

ああああああななななななたたたたたたでででででですすすすすす 火火火火火火ののののののああああああるるるるるるくくくくくくららららららししししししのののののの 見見見見見見ははははははりりりりりり役役役役役役 ◆コールドコース（基礎）ガガララススワワーーククシショョッッププ 前半はエナメル絵付け、パートドヴェール技法で置物などを制作。
後半は、サンドブラストやバーナーワークの技法で様々な作品をつ
くります。

基基礎礎ココーースス３月１日～７日 春季火災予防運動を実施
受受講講生生募募集集

徳島市消防局では、「あなたです 火のあるくらしの 見はり役」を統一標語に、
３月１日�～７日�まで春季火災予防運動を実施します。期間中は、住宅火災によ
る死者発生防止に重点を置き防火教室を開催するとともに、住宅用火災警報器の設
置促進を図ります。
また、不特定多数の人が出入りする施設や、自力避難が困難な人が多数入所する
施設などで初期消火、避難誘導訓練を実施して火災予防意識の高揚を図るほか、火
災予防広報を実施するなど防火安全対策の徹底を図ります。
火災は、ちょっとした不注意から発生します。火の元などを常に確認し、火災予
防を心がけてください。
◆林野火災消防訓練を実施
春先は、山菜採りやレジャーなどで山に入る機
会が増加することから、防火意識の高揚を図るた
め、林野火災消防訓練を実施します。
［日時］３月１６日�１０：３０～。
［場所］名東町１丁目 地蔵院池緑地付近山林一帯
［問い合わせ先］消防局予防課（�６５６－１１９３）

初心者を対象にした講座です。
前半、後半とも各６回で、通し
での受講も可。両方受講すると基
礎課程が修了となります（前半、
後半は受講内容が違います）。
［開催場所］徳島ガラススタジオ
（勝占町中須７８－４）
［対象］１８歳以上の人
［申し込み］電話で３月２７日月まで
に、ガラススタジオ（受付時間９：
００～１７：００ �６６９－１１９５）または
徳島市文化振興公社（受付時間
１０：００～１８：００ 火曜日は休み
�６２６－０４０８）へ。申し込み多数
の場合は抽選。

【受講料：７，１００円（６回分）定員：各６人】

◆吹きガラスコース（基礎）
パイプの先に溶けたガラスを巻き取り、息を吹き込み形成します。
コップや一輪挿し、お皿などをつくり、吹きガラスの基本を学びます。

【受講料：１５，５００円（６回分）定員：各４人】
※市外在住の人は受講料が１割増になります。
※別途材料費が必要です。

開 講 日
４／１０．１７．２４．５／８．１５．２２
６／５．１２．１９．２６．７／３．１０
４／１３．２０．２７．５／１１．１８．２５
６／８．１５．２２．２９．７／６．１３
４／１４．２１．２８．５／１２．１９．２６
６／９．１６．２３．３０．７／７．１４
４／８．１５．２２．５／６．１３．２０
６／１０．１７．２４．７／１．８．１５

前半
後半
前半
後半
前半
後半
前半
後半

曜日・時間

９：３０～１２：００

１８：２０～２０：５０

１３：３０～１６：００

１３：３０～１６：００

月

木

金

土

開 講 日
４／１０．１７．２４．５／８．１５．２２
６／５．１２．１９．２６．７／３．１０
４／１３．２０．２７．５／１１．１８．２５
６／８．１５．２２．２９．７／６．１３
４／１４．２１．２８．５／１２．１９．２６
６／９．１６．２３．３０．７／７．１４
４／８．１５．２２．５／６．１３．２０
６／１０．１７．２４．７／１．８．１５

前半
後半
前半
後半
前半
後半
前半
後半

曜日・時間

１３：３０～１６：００

１３：３０～１６：００

１８：２０～２０：５０

１３：３０～１６：００

月

木

金

土

昨年の防火パレード（渭東地区）

凡例： は申し込み先 は問い合わせ先 徳島市役所（本庁舎）への郵便物は、住所がなくても「〒７７０－８５７１ 徳島市役所○○課」で届きます。問申
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し
た
い
」（
津
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
）、「
子
ど
も
が
犯
罪
に
あ
わ

な
い
よ
う
保
護
者
を
啓
発
し
て

活
動
へ
の
積
極
参
加
を
促
し
、

同
時
に
、
地
域
と
関
わ
っ
て
い

く
こ
と
で
地
域
全
体
が
不
審
者

に
目
を
向
け
る
よ
う
に
し
た

い
」（
南
井
上
地
区
子
ど
も
を
守

る
会
）
な
ど
と
、
各
グ
ル
ー
プ

の
取
り
組
み
や
提
案
な
ど
が
出

さ
れ
る
と
と
も
に
、
参
加
者
全

員
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重
要
性

を
再
認
識
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
市
長
は
「
子

ど
も
の
安
全
を
守
る
こ
と
は
、

市
政
の
中
で
も
緊
急
を
要
す
る

課
題
の
一
つ
で
あ
り
、
大
人
た

ち
の
責
任
。
市
と
し
て
も
積
極

的
に
取
り
組
み
、
地
域
な
ど
へ

の
情
報
発
信
は
す
ぐ
に
も
改
善

し
た
い
」
な
ど
と
、
考
え
を
述

べ
ま
し
た
。

活
発
に
意
見
交
換
を
す
る
ト
ー
ク
風
景

「
眉
の
如

雲
居
に
見
ゆ

る

阿
波
の
山

か
け
て
こ

ぐ
船

泊
知
ら
ず

も
」
と
万
葉
集
に

も
詠
ま
れ
た
徳
島

市
の
シ
ン
ボ
ル
・

眉
山
。
そ
の
中
腹

に
あ
る
眉
山
パ
ー

ク
ウ
ェ
イ
の
脇
道

約
２
㌔
を
、
毎
日

欠
か
さ
ず
清
掃
活

動
を
続
け
て
い
る

の
が
、
眉
山
で
散
歩
を
楽
し

む
人
た
ち
で
結
成
す
る
「
眉

山
ふ
れ
あ
い
会
」（
河
上
貞
夫

代
表
、
会
員
約
３０
人
）
の
皆

さ
ん
で
す
。

「
平
均
年
齢
？
７０
歳
位
か
な

あ
。
皆
、
気
の
え
え
人
じ
ゃ
」

と
、
あ
る
メ
ン
バ
ー
。
毎
日
午

前
１１
時
前
後
に
な
る
と
、
清
掃

場
所
の
市
道
入
り
口
に
あ
る
山

小
屋
風
の
休
憩
所
「
ふ
れ
あ
い

小
屋
」
に
集
合
し
、
竹
ぼ
う
き

や
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
手
に
、
約
１

時
間
半
を
か
け
、
紙
く
ず
や
空

き
缶
、
折
れ
た
木
の
枝
な
ど
を

拾
い
な
が
ら
神
武
天
皇
像
前
広

場
ま
で
を
清
掃
し
て
い
ま
す
。

河
上
代
表
は
、
「
最
初
は
気

恥
ず
か
し
か
っ
た
も
の
の
、
散

歩
し
な
が
ら
ご
み
を
拾
い
始
め

た
と
こ
ろ
、
５
人
、
１０
人
と
同

志
が
集
ま
り
、
今
で
は
約
３０
人
。

小
さ
い
こ
と
で
も
長
続
き
す
る

こ
と
が
大
事
と
、
み
ん
な
で
静

か
に
実
行
し
て
き
た
活
動
」
と

言
い「
そ
れ
に
し
て
も
１０
年
も

続
い
た
の
は
仲
間
あ
っ
て
こ

そ
」と
、顔
が
ほ
こ
ろ
び
ま
し
た
。

「
き
れ
い
な
場
所
に
ご
み
は

捨
て
に
く
い
も
の
。
今
後
も
清

掃
を
続
け
、
散
歩
に
ジ
ョ
ギ
ン

グ
に
と
、
四
季
折
々
に
楽
し
め

る
眉
山
を
住
民
の
憩
い
の
場
に

し
た
い
」
と
い
う
同
会
の
思
い

は
並
大
抵
で
は
な
く
、
清
掃
以

外
に
も
、
各
自
が
費
用
を
出
し

合
っ
て
、
道
の
両
側
に
ス
イ
セ

ン
を
植
え
た
り
、
ほ
こ
ら
が
あ

る
周
辺
を
眉
山
の
新
名
所
に
し

よ
う
と
ベ
ン
チ
と
赤
い
鳥
居
を

設
置
し
た
り
。
そ
の
ベ
ン

チ
や「
ふ
れ
あ
い
小
屋
」は
、

同
会
メ
ン
バ
ー
が
材
料
を

持
ち
寄
り
、

手
作
り
し
た

も
の
で「
多

く
の
人
が
眉
山
に
気
持
ち

よ
く
足
を
運
ん
で
も
ら
え

た
ら
」と
、皆
さ
ん
は
笑
顔
。

厳
し
い
寒
波
に
見
ま
わ

れ
た
今
年
の
冬
も
そ
ろ
そ

ろ
終
盤
。
新
た
な
季
節
を

迎
え
る
眉
山
は
、
寒
風
も

い
と
わ
ず
清
掃
を
続
け
る

皆
さ
ん
の
尽
力
で
、
き
っ
と

訪
れ
る
人
々
を
魅
了
す
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈毎
日
午
前

１０
時
半
〜
１１
時
半
に
直
接

「
ふ
れ
あ
い
小
屋
」
へ
。

第第第第第第
７７７７７７
回回回回回回
わわわわわわ
がががががが
まままままま
ちちちちちち
ミミミミミミ
ーーーーーー
テテテテテテ
ィィィィィィ
ンンンンンン
ググググググ
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長長長長長長長長
とととととととと
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トトトトトトトト
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クククククククク

「「「「「「
地地地地地地
域域域域域域
とととととと
子子子子子子
どどどどどど
もももももも
������
子子子子子子
どどどどどど
もももももも
のののののの
安安安安安安
全全全全全全
������」」」」」」にににににに
つつつつつつ
いいいいいい
てててててて

眉山ふれあい会

とと
くく
しし
まま

憩
い
の
場
づ
く
り
日
々
清
掃
奉
仕
１０
年

８８

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
自
ら

考
え
、
自
ら
行
動
す

る
こ
と
に
よ
り
、
よ

り
良
い
社
会
に
し
て

い
こ
う
と
、
非
営
利
で
市
民
活

動
を
行
う
団
体
で
す
。

徳
島
市
内
を
中
心
に
活
動
し

て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
が
、
こ
れ

ま
で
の
活
動
の
中
で
高
い
成
果

を
得
た
と
思
わ
れ
る
事
業
に
つ

い
て
発
表
す
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動

成
果
発
表
会
２
０
０
６
」
を
、

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
活
動
を
始
め
た
い

と
思
っ
て
い
る
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

﹇
と
き
﹈３
月
４
日
�
１３
時
３０
分

〜
１７
時

﹇
と
こ
ろ
﹈徳
島
大
学
工
業
会
館

（
常
三
島
キ
ャ
ン
パ
ス
内
）

﹇
対
象
﹈Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
に
関
心
の

あ
る
人

﹇
定
員
﹈８０
人
（
先
着
順
）

﹇
参
加
費
﹈無
料

※
申
し
込
み
は
市
民
活
力
開

発
セ
ン
タ
ー〈
�（
６
１
１
）３

８
８
６
�（
６
２
４
）３
８
６
０

m
ail:nposhim

in@
fm
.nm
t.ne.

jp

〉
へ
。

開催します
ＮＰＯ活動成果発表会２００６ 参参加加者者募募集集

昨
年
の
発
表
会
の
様
子

スイセン香る散歩道を清掃する眉山ふれあい会の皆さん

昭
和
８
年
、
蜂
須
賀
家

伝
来
の
美
術
工
芸
品
が
入

札
に
伏
さ
れ
、
名
だ
た
る

美
術
工
芸
品
が
売
却
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
折
、
散
逸

し
た
作
品
の
う
ち
、
現
在
、

徳
島
城
博
物
館
所
蔵
の

品
々
を
展
示
、
紹
介
し
て

い
ま
す
。

﹇
と
き
﹈４
月
２３
日
�
ま
で

﹇
内
容
﹈鈴
木
其
一
（
き
い

つ
）
筆
「
秋
草
図
」
双
幅
、

伝
・
松
花
堂
昭
乗
（
し
ょ

う
じ
ょ
う
）

筆「
豊
干（
ぶ

か
ん
）
寒
山

拾
得
図
」
三

福
対
、堀
江
興
成（
お
き
な
り
）

作「
花
鳥
十
二
ヶ
月
図
小
柄（
こ

づ
か
）」（
徳
島
市
指
定
文
化

財
）
な
ど
。

徳
島
城
博
物
館
で
は
開
催
中

の
企
画
展「
ひ
な
人
形
の
世
界
」

（
会
期＝

４
月
２
日
�
ま
で
）に

合
わ
せ
、次
の
催
し
を
行
い
ま
す
。

香
道
の
魅
力
に
迫
り
ま
す
。

﹇
と
き
﹈３
月
５
日
�
１３
時
３０
分

〜
１５
時
３０
分

﹇
講
師
﹈香
道
閑
院
流
宗
家
・
福

井
北
勝
洞
さ
ん

﹇
内
容
﹈▼
第
１
部
・
講
演
「
香

と
日
本
文
化
」
▼
第
２
部
・
実

際
に
香
の
香
り
を
か
い
で
楽
し

む
「
聞
き
香
」

徳
島
一
茶
菴
の
会
に
よ
る
煎

茶
の
お
手
前
。

﹇
と
き
﹈３
月
１２
日
�
１０
時
〜
１５

時※
い
ず
れ
も
、
受
け
付
け
は
当

日
会
場
で
。
ま
た
、
参
加
は
無

料
で
す
が
、
高
校
生
以
上
は
入

館
料
が
必
要
で
す
。

テテテテテテ
ーーーーーー
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徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳 島島島島島島島島島島 城城城城城城城城城城 博博博博博博博博博博 物物物物物物物物物物 館館館館館館館館館館
作作作作作作品品品品品品
募募募募募募集集集集集集

第５回ガーデニングコンクール
とくしま植物園では、第５回ガーデニングコンクールの出
品作品を募集します。出品いただいた作品は、同園で４月２９

日�～５月７日�の間、展示します。
［参加資格］市内在住・在勤の人
［募集作品］◆規定コース＝とくしま植物園で配布す
る規定の鉢またはバスケットを使用。コンテナガー
デン部門２０作品、ハンギングバスケット部門１５作品
◆フリースタイルコース＝各自用意の鉢などで自由
に作品づくり約３０作品（各部門とも１人１作品で、
応募多数の場合は抽選）
※作品はおおむね直径８０㌢、高さ１㍍以下のもの。
規定コースの鉢・バスケットは３月２１日�～２８日�
の９：３０～１６：００に配布。ただし、花苗・土などの
材料は出展者で用意のこと。
※なお、規定コースの作品は屋外展示できるもの
に限ります。
［参加費］規定コース６００円（鉢代含む）、フリースタ
イルコース無料
［作品搬入］４月２９日�９：３０～１３：００
［審査］４月２９日�１４：００～
［表彰］各コース・各部門につき最優秀賞１点以内、
優秀賞１点以内、入選３点以内
［申し込み］往復はがきにコース名・部門名（フリースタイルコースへの応募も
コンテナガーデン・ハンギングバスケットなどの作品ジャンルを明記）・住所
・名前・年齢・電話番号・返信先あて名を記入し、３月１４日�（必着）までに、
とくしま植物園緑の相談所（〒７７１‐４２６７ 渋野町入道４５‐１）へ。また、徳
島市ホームページの「電子申請」からの申し込みも可。
［問い合わせ先］とくしま植物園緑の相談所（�６３６‐３１３１）

▲いずれも写真は昨年度
▼の受賞作品

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈広
報
広
聴

課
�（
６
２
１
）５
０
９
１

……………………………………………………………………

徳
島
城
博
物
館

﹇
休
館
日
﹈毎
週
月
曜
日
、祝

日
の
翌
日

﹇
入
館
料
﹈一
般
３
０
０
円
、

高
校
・
大
学
生
２
０
０
円
、中

学
生
以
下
無
料

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈�（
６
５
６
）

２
５
２
５

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈市
民
協
働

課
�（
６
２
１
）５
５
１
０

き

き

い

い
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